
ところが、上記のとおり、宗和建物株式会社の代表取締役たる取締役

であった藤林基土は、上記のとおり宗和建物株式会社の代表取締役たる

地位 を喪失 し、同社の代表取締役 も解任 されたにもかかわ らず、本件土

地を魏国珍に、平成 30年 10月 30日 売買名下で売却すべ く、宗和建

物株式会社の代表取締役の名で京都地方法務局宇治支局に、提出 した。

その際、藤林久士は、宗和建物株式会社の代表取締役 として登記 申請書

を提出し、登記識別情報を提供できない理由として、「紛失」 と回答 し

ている。

第 3 権利部 (乙 区) (所 有権以外の権利に関する事項 )
順位番号  1、 付記 1号、 2、 3:略

〔5〕  「真正な登記名義の回復による所有権移転登記」について。

第 1「新訂 設問解説 判決による登記」 (2022年 2月 7日  新訂版発行。
著者 :幸良秋夫、発行者 :和 田裕、発行所 :日 本加除出版株式会社)の
「第 8 真正な登記名義の回復による登記」(同書 188頁 )に よれば、
その第 1項で「真正な登記名義の回復による所有権移転の登記とは何

か」について、【設問 56】 の 〔回答〕で、以下のとおり解説されてい

る。

〔回答〕 「真正な登記名義の 復 に よる 有権移転の登記」 とは、例えば、回
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在 又 は 無 効 で あ る場合 には、そ の 効な登記の抹消に代えて、乙から

墜≧正三整ピ巨巳L重二重1生墨左圧1ニコ」壁延≡壼亜主_⊆≧二重と堕」韮童」窪整圭2登昼ユ
をする方法で、「真正な権利者の 記名義を回復する登記」をい う。

〔判例〕 」土堕:堕:墨_呈≦か
'丞
」睦養≧上の塑i選:整i壁塾△週!二_夏:塞!重上豆i量:醒塾2と

めに、その所有権 の公示 に協力すべき義務を有し』、また、『真正な所

生幽LL」堕生_L基づL主登ユ=LQ愛塵翅壁皇込二五上生_土__の並艶墨菫2_
履行 と し て 抹 消 又 は れ に 代 わ る所有権移転 の登記 を請求 で率 記 の
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また、「登記実務においても、これが確立した判例となっており、判
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